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SOCIETY FOR UROLOGY AND ENGINEERING

 New York Medical CollegcのDr． Gcorge R． Nagamatsuを中心にSOCIETY FOR

UROLOGY AND ENGINEERINGの設立準備がすすめられており，右頁のように第1回の
会議が行なわれることになりましたので，ご案内いたします．

 Dr・Nagamatsuは御存知のごとく日系二世で，著名な泌尿器科医であります．先生はWash－

1ngton Umversltyの工学部を卒業され，ある会社に勤務されていましたが，その後再びNew

York Medical Collcgeに学び，多くの研讃をつまれ，日系二世としては始めて米国の医科大学

（母校のNew York Medical Collcgcの泌尿器科）のProfessor and Chairmanになられた方

であります．その後Chairmanの席をDr． Addonizioにゆずってからも，Research Professor

として頑張っておられます．

 Dr・Nagamatsuは長年日本の泌尿器科医のお世話をされ，また泌尿器科学の発展に貢献されま

した．先生は，自分の経験を生かし，工学と医学，すなわちEngineeringとUrologyの橋渡し

と，日本と米国の橋渡しを，今後の生涯の仕事として情熱をそそいでおられるのであります．「

 SOCIETY FOR UROLOGY AND ENGINEERINGの設立の主旨は以下のごとくです．
 電気工学，電子工学，コンピューター技術などの進歩は著しく，医学的応用面でもすばらしい成

果があがっています．しかし，医学と工学はお互の分野を知らない，あるいは理解出来ないことか

ら，まだ十分に利用されていないところが多いと思われます．

 今やエンジニアリングの進歩をただちに，泌尿器科学に結びつけ，また泌尿器科学が要求するも

のを求めてエンジニアリングの応用学が進歩するといったgive and takeがスムースに出来る環

境が要求されています，

 泌尿器疾患の診断・治療に関し，出来るだけ患者に苦痛を与えぬ検査方法の開発や，手術とくに

観血的手術をせずに治療する方法の開発など期待される課題は多数あります．そこで，

1）臨床に役立つ技術の研究と発展を目的として，泌尿器科学とエンジニアリングがドッキングし

 た新しい形の研究所（THE UROLOGY＆ENGINEERING INSTITUTE OF THE
 DEPARTMENT OF UROLOGY OF NEW YORK MEDICAL COLLEGE）をっ
  くる．

2）上記研究所とは独立し，しかし相補的な関連性をもった法人組織（SOCIETY FOR URO－

 LOGY＆ENGINEERING）をつくり，とくに日米両国がお互に協力することで新しい技

 術の医学的応用を無慮なくスムースに推進する。

3）研究の成果は年4回の予定で出版するが，両国の技術者と泌尿器科医がともに，お互の分野を

 容易に理解出来ることを目的として，必要に応じて2ケ国で表現することを検討する．印刷出

 版はCooper Union CollegeのArt Schoolで行なう．

関心のある方々のご参加を期待いたします．

（文責 吉田  修）



ANNOUNCEMENT

First ・Annual Meeting

SOCIETY FOR UROLOGY AND ENGINEERING

New York Hilton Hotel

   New York City ．

Friday， M4y 16， 1986

Abstracts of papers for presentation are invited by January 31， 1986

Topics： Technology－oriented basic or clinical studies related to genito－urinary

       disease．

Please reply to Tokyo liaison office of the Society at：

       Dr． George R． Nagamatsu， M．D．

       5－18－13， Koishikawa， Bunkyo－ku， Tokyo （．Y112

       Tel． 03－947－8645

       FAX No． 03－944－9055

       1n addition to papers， current movies， and poster presentation may be

       submitted．

．Note ： Membership application forms for the above Society will be mailed upon

request to the Tokyo iiaison office． This Society （SUE） is the first to

align and utilize Urology， Engineering， and lndustry resources on a

planned structured and global basis for application－oriented research ， to

the problems of urology． Qur residents team with engineering fellows

at Cooper Union School of Engineering－adding that new dimension

to the teaching hands－on experience necessary in the technology world

of today．
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・購 読 要 項（1983年1月改訂）

1．発行は毎月，年12回とし）．年筒購読者を会員とする．

・・韻は年間予購聯・…町送料とも｝姉納する・．払潜嘩替・・限る・・座翻京都S一一4772es

 泌尿器科紀要編集部宛．

3． 一入会峠氏名，住所を記入のうえ編集部あて，はがきにて申し込めば所定の用紙を送付します．

                投 稿 規

ユ．投橋：連名者を含めて会員に限る．

2．原稿：泌尿器科学領域の全般にわたり，総説，原

 著，症例報告，その1まかで和文または英文とする．

 （1）引明論文の長さは）．原則として，刷上り本文7

  頁（400字x28枚程度）図（Fig）1Q枚，表（Table）

  5枚までとする．

 ！2）、』和文原稿嫡35版400字詰原稿用紙横書き，楷

  書，当用漢字，現代かなつかい，平がなとし，清

  書すう．文中欧語の固有名詞は木文字で，普通名

  詞は小文字で始め，タイプし，年号は西暦ξする．

  ｛／）原稿の表紙に標題，、所属機関名，著者名の順

   に和文で併記する．下段に筆頭著者名（山田：

   または肝腎・ほか：）と，2語（例：．前立腺が

   庖・PSA）カ1ちなる、ru解ing titleを付す．

  （P）英文抄録：和文の表紙，本文とは別に標題

   著者名，．、所属機関名， 5語（英文）以内の

   K・yw・喚携本文噸にダカヒスペースで

   タイプL・ξの穂をつける・

 （3＞英文原稿はダブルスペースでタイプし，原稿の

  表紙に標題1著者名，所属機関名，Key words

  （和文に準ず），runnlng title（和文に準ず）の頽

  にタイプし，別に標題所属機関名，著者名，抄

  録の順に記した和文抄録を付す．

 （4）数字はすべて算用数字を使用し，単位m，cm，

  mm，1， ml， kg， g， mg，μg，％，。C， pHなどとする．

 ㈲ 図，表，写真などはすべて別紙とし，写真はト

  リミソグする．説明文は一括して記載し和文，英

  文を問わずTable l・， Fig・2・などとする．英文

  が望ましい．原稿右欄外に挿入さるべき位置を明

  示する．図・表は誤りのないことを確認のうえ，

  トレースして紙平したものが望ましい．様式につ

  編集委員： 石神 嚢次    前川 正信

        園田 孝夫    友吉 唯夫

定（1983年8月改訂）

  いては本誌の図・表を参照する．「

 （6）引用文献は必要最：少限にとどめ，引用個所を本

  文中に入れる．その数は30までが望ましい．和文

  は楷書で，欧文はタイプする．

  （例：山田1・3・7），田中ら1・3・～1。）によると）

   雑誌の場合一著艶名（全員）：題名．雑誌名

  巻：最：初頁～最終頁，発行年

   単行本の場合一著者名（全員）：題名，書名，編

  集者名，暦数，巻数，引用頁，発行所，出版地，発行年

』（7）原稿を返却しないので±ピーを手際に残しオリ

  ジナルを書留で〒606京都市左京区聖護院川原町

  54京大病院泌尿器科紀要編集部宛送付する．

 （8）投稿原稿は編集委員会においてその採否を決定

  し，それに従って編集部は原稿の訂正，書き直し

  または返却を指定する権勢を保持する．

 （9）校正は初校を著者．による責任校正とし，再校以

  降は編集部がおこなう，著者複数の場合校正責任

  老を投稿時指定する．

3．掲 載
 （1）論文の掲載は採用順とする．迅速掲載には迅速

  掲載料を要する．

 （2）紙代，印刷費および最初1頁の組版費は編集部

  で負担する．残額を実費負担とし，請求は論文掲

  載誌発行後におこなう．論文の長さが超過した場

  合，超過料を別途に申し受ける．

 （3）薬剤の効果，測定試薬の成績，治療機具の使用

  などにかんする研究論文については，掲載料を別

  途に申し受ける．

4．別 刷

  実費負担とし，著者校正時に部数を指定する．

宮崎  重    新谷  浩

吉田  修（主 幹）
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〒606京都市左京区聖護院川原町54：京都大学医学部泌尿器科学教室内電話（075）751－3327（直通）
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          証とお詑び  i
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／  泌尿器科紀要31巻ll号

 1） 1961頁Fig，6中の文字“オープンサークル”は不要です．

 2）2004頁Fig・3（写真）の方向がgooずれています．

i  訂正してお詫びいたします．

                     編 集 部


